
 

三重県骨髄バンク普及啓発シンポジウム 

「骨髄移植を必要とする人のために、今、私たちにできること」 
 

1  日時     ： 平成３０年１０月２７日（土）13時 30分から 15時０0分まで 

2  場所     ： 四日市商工会議所 会議所ホール 

             （三重県四日市市諏訪町２－５） 

3  参加費   ：無料 （定員 350名）※裏面の参加申込書にてお申込み下さい。 

 

4  シンポジウム：「骨髄移植を必要とする人のために、今、私たちにできること」 

     

【第１部】「木下ほうか氏×三重県知事対談」１３時３０分から１４時００分まで 

骨髄バンクを推進していくために、それぞれの立場から、今、できることを語り合います。 

 

木下ほうか氏（俳優、骨髄ドナー経験者）  

                

  プロフィール 

                     １９６４年生まれ。大阪府出身。１９８０年に俳優としてデビュー。バラエティ 

ー「痛快ＴＶスカッとジャパン」、ドラマ「下町ロケット」など、テレビ・映画に数多 

く出演し、活躍中。２０１７年にＡＣジャパン骨髄バンク支援キャンペーン 

「僕が卒業しても、」に出演し、若い人にドナー登録を呼びかけている。 

 

 

鈴木英敬（三重県知事）  

 

プロフィール 

                  １９７４年生まれ。東京大学経済学部卒業後、通商産業省（現経済産業省） 

入省。2011年三重県知事に当選。2015年再選し、現在２期目。全国知 

事会危機管理・防災特別委員会委員長等に就任。2014年度世界経済フ 

ォーラム ヤング・グローバル・リーダーズに選出。2016年「ベスト・ファーザー 

イエローリボン賞」を受賞。 

 

 

【第２部】「骨髄移植を経験して～皆さんに伝えたいこと～」１４時００分から１５時００分まで 

骨髄ドナー経験者と骨髄移植経験者がそれぞれ体験したこと、その想いを語ります。 

 

シンポジスト：木下ほうか氏（俳優、骨髄ドナー経験者）  

シンポジスト：竹内健人氏（専門学校生、骨髄移植経験者） 

コーディネーター：藤枝敦史氏（三重大学医学部附属病院 血液内科 助教） 

 

【主催】三重県 

【後援】公益財団法人日本骨髄バンク、三重県骨髄バンク推進連絡協議会（勇気の会）、三重県赤十字血液センター 

------------------------------------------------------------------------------------- 

※骨髄移植、末梢血幹細胞移植・骨髄バンク事業とは 

   正常な造血が行えなくなった患者さんの造血幹細胞を、健康な人（骨髄ドナー）から提供された骨髄や末梢血中の造血

幹細胞に置き換えて病気を根本的に治療しようとするのが骨髄移植・末梢血幹細胞移植です。 

   骨髄バンクとは、「移植に用いる造血幹細胞の適切な提供の推進に関する法律」（平成２４年法律第９０号）に基づく骨

髄・末梢血幹細胞提供あっせん業者として、日本骨髄バンクが主体となり、日本赤十字社及び地方公共団体の協力によ

り行われている事業です。 

 




